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　はじめに

バケアカムツ Randallichthys filamentosus (Four-

manoir, 1970)は最大で体長 50 cmに達するフエダ
イ科魚類 Lutjanidaeの 1種である（Anderson and 

Allen, 2001；島田，2013）．バケアカムツの日本
における分布記録は少なく，これまで伊豆諸島，
小笠原諸島，沖ノ鳥島，および沖縄諸島からのみ
記録されている（島田，2013）．本種は沖縄県に
おいて水深 200 m 以深からハマダイ Etelis 

coruscans Valenciennes, 1862などと混獲されるが，
その漁獲量は極めて少ないことが知られる
（Yoshino and Araga, 1975；益田ほか，1980）．
奄美群島における魚類相調査の過程で，1個体

のバケアカムツが採集された．本標本は鹿児島県
における本種の標本に基づく初めての記録となる
ため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Anderson (1981)にしたがっ
た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを
用いて 0.1 mmまでおこなった．バケアカムツの
生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された奄美
大島産の 1標本（KAUM–I. 11548）のカラー写真
に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた
標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されて
おり，上記の生鮮時の写真は同館のデータベース
に登録されている．本報告中で用いられている研
究機関略号は以下の通り：KAUM（鹿児島大学
総合研究博物館）；KPM（神奈川県立生命の星・
地球博物館）；NSMT-P（国立科学博物館）．

　結果と考察

Randallichthys filamentosus (Fourmanoir, 1970)

バケアカムツ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 111548，体長 440.0 mm，尾叉
長 508.0 mm，全長 565.0 mm，鹿児島県奄美大島
近海（名瀬漁港で購入），2018年 1月 18日，前
川隆則．

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 11；臀鰭棘数 3；
臀鰭軟条数 9；胸鰭軟条数 16；腹鰭棘数 1；腹鰭
軟条数 5；側線有孔鱗数 48；前鰓蓋骨上の鱗列数
9；背鰭前方鱗数 21；側線上方横列鱗数 8；背鰭
中央部における側線上方横列鱗数 6.5；側線下方
横列鱗数 11；鰓条骨数 7；鰓耙数 4 + 14 = 18．
体各部の体長に対する割合（%）：頭長 30.7；

吻長 10.3；水平肉質眼窩径 7.0；眼後長 14.6；眼
隔域幅 9.3；眼下骨幅 3.8；上顎長 14.0；下顎長
17.0；吻端から前鰓蓋骨屈曲部までの長さ 24.7；
眼科後端から前鰓蓋骨屈曲部までの長さ 12.3；背
鰭起部における体高 32.0；背鰭最後軟条長 8.5；
臀鰭基底長 14.1；臀鰭第 3棘長 9.1；臀鰭最後軟
条長 7.9；胸鰭長 20.0；腹鰭長 22.2；尾鰭上葉長
32.9；尾鰭下葉長 33.3．
体は前後方向に長い楕円形でやや側扁し，体

高は背鰭起部で最大．体背縁は吻端から背鰭起部
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にかけて上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて
緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起
部にかけて下降し，そこから臀鰭起部にかけて体
軸とほぼ平行となったのち，尾鰭基底後端にかけ
て緩やかに上昇する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よ
りもわずかに後方，胸鰭基底下端は腹鰭起部直上
にそれぞれ位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 8

棘起部直下にわずかに達しない．胸鰭上縁と下縁
はそれぞれ上方と下方にわずかに膨らみ，胸鰭後
縁は直線に近い．腹鰭起部は背鰭起部よりもわず
かに前方，腹鰭基底後端は背鰭第 3棘起部直下に
それぞれ位置する．たたんだ腹鰭の後端は，背鰭
第 9棘起部よりもわずかに後方に達するが，肛門
には達しない．腹鰭後縁は丸みを帯びる．腹鰭最
長軟条は第 1軟条で，第 1棘よりも長い．背鰭起
部は腹鰭第 2軟条起部直上，背鰭基底後端は臀鰭
基底後端よりもわずかに後方にそれぞれ位置す
る．背鰭背縁は棘部と軟条部の間にわずかに欠刻
がある．背鰭棘は第 3棘が最長．背鰭と臀鰭の最
後軟条はいずれも糸状に伸長せず，直前の軟条と
ほぼ同長．臀鰭起部は背鰭第 3軟条起部よりもわ
ずかに後方，臀鰭基底後端は背鰭第 10軟条起部
直下にそれぞれ位置する．臀鰭後縁はわずかに凹

む．尾鰭後縁は湾入し，両葉の後端は尖る．肛門
は正円形を呈し，臀鰭起部前方に位置する．眼と
瞳孔はともにほぼ正円形．眼隔域は平坦．吻部側
面は溝がなく，平坦．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻
孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．両
鼻孔はともに正円形に近い形状を呈する．前鼻孔
の後縁には皮弁をそなえる．体は剥がれにくい櫛
鱗に被われ．各鰭，両顎，吻部，眼の周囲，およ
び前鰓蓋骨後部は無鱗．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状を
呈し，鰓蓋後縁は円滑．前鰓蓋骨の後縁は円滑で
あるが，屈曲部と下縁は鋸歯状を呈する．口裂は
大きく，上顎後端は瞳孔先端よりも後方に達する．
前上顎骨は非可動性で突出させることができず，
吻部と連続する．主上顎骨側面には 5本の骨質隆
起線がある．上顎には 1列の円錐歯が並び，最前
のものは他の上顎歯よりも大きく，牙状を呈する．
鋤骨と口蓋骨には小円錐歯が密生する．下顎には
1列に円錐歯が並ぶ．舌上は無歯．擬鰓上にフィ
ラメント状の鰓弁を有する．鰓耙は細長く，棒状．
側線は完全で，鰓蓋上部後方から尾鰭基底中央部
にかけて，体背縁に対しほぼ平行にはいる．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部に
かけては明るい黄土色を呈し，体側下部から体腹

Fig. 1. Fresh specimen of Randallichthys filamentosus (KAUM–I. 111548, 440.0 mm standard length) from Amami-oshima island in the 
Amami, Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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面にかけては桃色．頭部は橙がかった桃色を呈し，
前鰓蓋骨と主鰓蓋骨は黄土色がかる．背鰭は一様
に黄土色．胸鰭と臀鰭は桃色がかった黄土色．腹
鰭は橙色を帯びた黄色を呈し，縁辺部は黒色がか
る．尾鰭は黄色を呈し，下葉下部は桃色を帯びる．
虹彩は金色がかった橙色を呈し，瞳孔は青みを帯
びた黒色．

分布　日本，キャロライン諸島，ミクロネシア，
ニューカレドニア，マーシャル諸島，クック諸島，
ソサイエティ諸島，ハワイ諸島，およびオースト
ラリア北西岸から記録されている（Fourmanoir, 

1970; Yoshino and Araga, 1975；益田ほか，1980; 

Allen, 1985; Anderson and Allen, 2001; Leis, 2005; 

Mundy, 2005; Newman, 2009；島田，2013）．日本
国内においては伊豆諸島，小笠原諸島，沖ノ鳥島，
および沖縄諸島から記録されており（島田，
2013），本研究によって，奄美大島近海からも確
認された．

備考　奄美大島産の標本は，主上顎骨側面が
被鱗せず，骨質隆起線を 5本そなえること，胸鰭
が長く，吻長の 1.94倍であり，腹鰭よりわずか
に短いこと，臀鰭軟条数が 9であること，吻部側
面に溝がないこと，鋤骨と口蓋骨に小円錐歯を多
数そなえること，背鰭と臀鰭の最後軟条はいずれ
も糸状に伸長せず，直前の軟条とほぼ同長である
こと，前上顎骨は非可動性で突出させることがで
きないことなどが，Allen (1985)や Anderson and 

Allen (2001)，および島田（2013）が報告した
Randallichthys filamentosusの標徴とよく一致した
ため，本種に同定された．
なお，バケアカムツは本種 1種のみでバケア

カ ム ツ 属 Randallichthys を 形 成 す る（Allen, 

1985）．本種は生鮮時，赤色に近い色彩を呈する
ことなどから，ハマダイ属 Etelisの各種と類似す
るが，上顎が被鱗せず，複数の骨質隆起線がある
こと（ハマダイ属では被鱗し，骨質隆起線がない），
および背鰭と臀鰭の最後軟条が糸状に伸長しない
こと（糸状に伸長する）などにより，識別が可能
である（Allen, 1985; Anderson and Allen, 2001）．
バケアカムツを日本から初めて報告したのは

Yoshino and Araga (1975)である．彼らは沖縄島近

海から得られた 2個体に基づき，Etelis nudi-

maxillarisを記載すると同時に，和名バケアカム
ツを提唱した．現在，E. nudimaxillarisは Randall-

ichthys filamentosusの新参異名とされている（益
田 ほ か，1980; Allen, 1985; Anderson and Allen, 

2001）．なお，田中（1917）は東京市場に水揚げ
された全長 184 mmの個体を Apsilus pluvius（和
名をアメフエダイ）として記載した．島田（2013）
は A. pluviusをバケアカムツ R. filamentosusの異
名である可能性を示唆したが，田中（1917）には
記載標本の図も示されておらず，またその標本の
所在も不明である．
バケアカムツの日本国内における分布記録は

ほかに，管野ほか（1980）がバケアカムツを
Etelis nudimaxillarisとして小笠原諸島近海におけ
る分布を報告したものなどがある．さらに，
Randall et al. (1997) が 本 種 1 個 体（NSMT-P 

46700，体長 573 mm）を小笠原諸島から報告した．
また，瀬能・大沼（2000）は伊豆諸島伊豆大島秋
の浜の水深 25–30 mにおいて撮影された本種の水
中写真（KPM-NR 35595A）を報告しており，こ
れが本種の分布の北限と思われる．東京都小笠原
水産センター（2009）は沖ノ鳥島近海で 2個体の
バケアカムツが釣獲されたことを報告した．した
がって，バケアカムツの日本国内における分布記
録は伊豆諸島，小笠原諸島，沖ノ鳥島，および沖
縄諸島からのものに限られていた．
鹿児島県内における本種の記録はなく，奄美

大島の魚類相を報告した Nakae et al. (2018)にも
記録されていない．したがって，本研究の記載標
本は鹿児島県における本種の初めての記録とな
る．
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